
学力向上担当者通信 ＮＯ.１５ 岡山県教育庁義務教育課 令和４年1１月３０日

Ⓒ岡山県「ももっち」

令和５年度4月に実施される全国学力・学習状況調査では、４年ぶりに中学校３年生で英語の学力調査が実施されます。

今号では、英語の「話すこと」調査の概要と過去に出題された問題を紹介します。各校における準備の参考にしてください。

② 当日の調査は、各学級をグループに分けて実施します。

〇 各学級を１グループ１０～14名程度に分割して、グループごとに順番に実施することを基本とする。
〇 所要時間は、１グループ当たり15分程度（準備や教室出入時間等10分程度を含む）を予定している。
〇 各学級をグループに分割する場合、未実施及び実施後の
生徒が待機する部屋を別途必要とする。

※ 現時点での情報については、ｙｏｕｔｕｂｅ（文部科学省/ｍｅｘｔchannel）「10 全国学力・学習状況調査について」をご覧ください。

間隔を可能な限り確保

Ｈ３１年度に実施された「話すこと」調査の内容

１ 出題の趣旨 〇 英語の基本的な音声の特徴を理解しているかどうかをみる。
〇 身近な英語の質問に正しく応答することができるかどうかをみる。

◇ 全５問中、４問（１と３）を紹介します。

調査の概要 ①「話すこと」調査は、調査実施日を分散して実施します。

【当日実施校】 文部科学省が抽出した５００校程度が、令和５年４月１８日（火）に実施する。

結果は参考値として返却【期間内実施校】 当日実施校以外の約９０００校が、令和５年４月１９日（水）～５月１９日
（金）の期間に実施する。 ※ 各学校の希望を踏まえて、文部科学省が実施日を決定する。

結果は全国値として公表
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１月まで

・予備調査（ネットワーク環境・
ヘッドセット所有状況等）

・事前検証①〈ＭＥＸＣＢＴ接続〉
・事前検証②の実施要領通知

・予備調査（ネットワーク環境・
ヘッドセット所有状況等）

・事前検証①〈ＭＥＸＣＢＴ接続〉
・事前検証②の実施希望照会

２月

・調査実施マニュアル・リーフレット等送付
・事前検証②〈英語「話すこと」調査実施〉

※１月に通知する文科省の指定日に全国一斉に実施。

・調査実施マニュアル・リーフレット等送付
・事前検証②〈英語「話すこと」調査実施〉
※１月に通知する文科省の指定日に各校で分散して実施。
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A.It ｓ July second.
（July second.）

‘

A.They are watching TV.
（Watching TV.）

A.He comeｓ by bus. など
（Ｂｙ ｂｕｓ.）

基本的な表現を使って、生徒同士が日
常的な話題について伝え合う活動を行う
ことが大切です。その際、録音するなど
して、間違いに気付かせる工夫を行うと
ともに、正確な表現方法をフィードバッ
クすることも大切です。

３ 出題の趣旨 〇 与えられたテーマについて考えを整理し、まとまりのある内容を話す
ことができるかどうかをみる。

あなたの学校で、海外のあるテレビ局が「世
界の子供たちの夢」というテーマで番組を収録
しています。画面にある話してほしい内容の①、
②について、英語で話してください。１分間、
内容を考えたあと、３０秒で話します。

一つのテーマに沿って発表するなど
の活動の中で、相手意識を大切にし、
自分が聞き手であったら何を聞きたい
かを考えさせたり、理解を確認しなが
ら話させたりすることが有効です。

③ 調査までのスケジュールは、次のとおりです。

参考：「平成31年度（令和元年度）全国
学力・学習状況調査 報告書」
（中学校英語）

Ⓒ岡山県「うらっち」

令和６年度全国学力・学習状況調査では、オンライン回答方式による児童生徒質問紙調
査が全面実施される予定です。令和５年度は、それに向けて、実施規模を拡大して質問紙
調査を実施する予定です（４月第２週頃～５月第２週頃までの期間）。現在、「学校基本
状況の確認（Ａ）・（Ｂ）」で希望の有無と希望日の確認が行われています。

A.（例）I ｗａｎｔ to be a farmer and grow delicious vegetableｓ. My grandfather
is a farmer, so I ｗｉｌｌ help him and learn ｍａｎｙ ｔｈｉｎｇｓ ｆｒｏｍ him.


